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 平成２９年度の自主研究報告

会が２月２４日（土）川崎市教育

会館で開催された。市内の教育関

係者１９７人が参加した。 
 理事長挨拶後、研究部長齋藤正

から「合理的配慮による多様な学

び」について、研究の背景、テー

マ設定、研究報告があった。 
常木初野福祉・相談適応指導部

長が実践事例の詳細について報 
  

  
した。引き続きパネルディスカッションが行われた。パネリストから「共生社会の

実現」という立場で合理的配慮についての考えが、子育てを通した保護者の思いが、

さらに、川崎市のいじめ不登校調査結果の分析などが発表された。２７日（火）の

神奈川新聞にも掲載された。 

 

指導講評 横浜国立大学 

     名誉教授岡田守弘氏 

平成２９年度研究報告会 

研究報告  齋藤正 研究部長 
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 曜 主 な 行 事 

 １ 木 学習支援川崎、幸―日吉 ３年最終 
 ２ 金 学習支援宮前―有馬 寺子屋（鷺沼） 
 ３ 土  
 ４ 日  

 ５ 月  
 ６ 火 寺子屋（西生田、高津） 学習支援川崎、

幸―日吉  
 ７ 水 研究部会 ふれあい体験活動打合せ 

学習支援宮前―有馬 日本語支援東小倉 
 ８ 木 学習支援川崎・幸―日吉 最終日 
 ９ 金 （南）子育てサロン 寺子屋（鷺沼） 

事務局長・次長会（１１時）事務局会（１３

時） 役員会（１５時） 
学習支援宮前―有馬（最終） 

１０ 土  
１１ 日  

１２ 月 サポセンプロジェクト⑩ 
ふるさと館事業検討委員会（１４時） 

１３ 火  
１４ 水 ３０年度サポーター説明会①１０：００ 

②１４：００ 学習相談部会 （山）こども探

検クラブ発表会 日本語支援東小倉（最終） 
寺子屋（富士見台） 

１５ 木 初任者研修指導員等協議会③ 

１６ 金 ３０年度サポーター説明会①１０：００ 
②１４：００ （旭）定例打合せ会 

１７ 土 理事会③（１３時） 総会（１５時） 
１８ 日  
１９ 月  
２０ 火  
２１ 水 春分の日 
２２ 木 （南）運営会議・事業報告 

２３ 金 （南）卒業と進級を祝う会 
２４ 土 所員会・お疲れ様会（１２：３０：ＮＥＣ） 

２５ 日  
２６ 月  
２７ 火     
２８ 水 サイエンスキッズ打合せ（１４時教育会館） 
２９ 木 ふるさと館経営委員会（９：３０） 
３０ 金  
３１ 土  

日 水  
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 今年度の研究報告会も多くの参会者を得、成功裡に終了した。設立時から脈々と研究を

続けて来ることができたのは、設立時に生み出した理念である「子たちに力を」の思いが

引き継がれてきたこともあるだろう。この理念は、サポートセンターの命とも言える。 

                    副理事長 研究担当 片山田鶴子 

 

３０年 ３月 の 行 事 予 定 

 2 月 22 日（木）、ゆうゆう麻生で川崎市総合教育センター

委託事業のびのびファームの30年度計画が話し合われた。 
麻生小学校1・2年生、百合ヶ丘小学校1・2年生、麻生中

学校特別支援級の種まき、収穫時期等について、指導に当た

る農業ボランティア（代表：北条氏）のみなさんと各校校長

が調整した。 
サポートセンターからは、担当の山田実理事、前田高幸理

事が参加し、司会進行、事業説明を行った。 

2 月 19 日（月）午前 9 時より研究報告会に先だって、学

習担当者全体会、並びに研究報告リハーサルが行われた。青

木事務局次長から、学習関係の確認事項として、小６と中3
の動向、学習希望者の情報、学習指導担当者意向調査等につ

いての連絡があった。 
 研究報告リハーサレでは、齋藤正部長の研究報告と福祉相

談適応指導部常木初野部長から実践事例の報告がされた。そ

の後、山田総務課長の指示の元、研究報告会の準備がされた。 

 

 

青木学習部長からの確認事項 

山田総務の指示：資料袋詰め 

掲示担当のパネル準備 


